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1. 平成29年3月期の連結業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 8,791 △1.2 192 8.4 147 8.6 101 △24.7

28年3月期 8,895 △2.5 177 27.3 136 126.3 134 ―

（注）包括利益 29年3月期　　113百万円 （220.7％） 28年3月期　　35百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年3月期 10.57 ― 5.0 1.8 2.2

28年3月期 14.04 ― 6.6 1.6 2.0

（参考） 持分法投資損益 29年3月期 ―百万円 28年3月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 8,439 2,051 24.3 213.57

28年3月期 8,177 2,033 24.9 211.72

（参考） 自己資本 29年3月期 2,051百万円 28年3月期 2,033百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年3月期 235 △30 49 632

28年3月期 67 231 △525 378

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00 76 57.0 3.7

29年3月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00 115 113.5 5.6

30年3月期(予想) ― 5.00 ― 5.00 10.00 67.3

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,244 0.1 47 △18.0 28 △22.8 1 △62.9 0.13

通期 9,082 3.3 235 22.4 200 35.8 142 40.5 14.86



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期 11,856,669 株 28年3月期 11,856,669 株

② 期末自己株式数 29年3月期 2,252,557 株 28年3月期 2,252,437 株

③ 期中平均株式数 29年3月期 9,604,170 株 28年3月期 9,604,408 株

（参考）個別業績の概要

1. 平成29年3月期の個別業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 8,778 △1.2 131 1.3 118 △28.4 90 △50.7

28年3月期 8,882 △2.4 129 103.9 165 1,087.1 183 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

29年3月期 9.40 ―

28年3月期 19.05 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 8,304 1,939 23.4 201.99

28年3月期 8,061 1,935 24.0 201.54

（参考） 自己資本 29年3月期 1,939百万円 28年3月期 1,935百万円

2. 平成30年 3月期の個別業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,239 0.1 17 △37.3 29 △22.3 12 △14.7 1.35

通期 9,069 3.3 173 32.7 170 44.4 131 45.3 13.66

※ 決算短信は監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条
件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料４ページ「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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株式会社ショクブン 

（東証・名証２部） 

平成２９年３月期 決算短信（発表資料の要約） 

 

当社の平成２９年３月期 決算につきまして、配布の決算短信のとおり発表させていただきます。 

 

１．業績について 

 イ 当連結会計年度及び当事業年度の業績 

 （連結） （個別） 

 前年度比  前年度比 

売 上 高 ８７億９１百万円 ９８．８％ ８７億７８百万円 ９８．８％

営 業 利 益 １億９２百万円 １０８．４％ １億３１百万円 １０１．３％

経 常 利 益 １億４７百万円 １０８．６％ １億１８百万円 ７１．６％

当 期 純 利 益 １億０１百万円 ７５．３％ ９０百万円  ４９．３％
１株当たり当期純利益 １０円５７銭 １９円０５銭 

（注）当社の連結対象子会社は、株式会社食文化研究所と事業食サービス株式会社の２社であります。 
①  売上高は８７億９１百万円になり、当期売上高は前期に比べ１．２％減少しました。市場では依然

として節約志向の高まり等は続いており、当社グループの経営環境は厳しい状況で推移しました。こ
のような状況下、継続して取り組んでおります「原点回帰」が、社員全体に浸透しだしたこともあり、
その効果が徐々に現れ始めてまいりました。今後も個人宅配の販売システムなどの見直しを行い、引
き続き販売体制の強化に努めることで、受注の増加や安定した売上の確保に努めてまいります。 

②  また、法人向け業務は、その栄養バランスや使用食材の良さに加え、宅配システムによる利便性の

高い点も評価いただいております。赤ちゃんからお年寄りまで、あらゆる年齢層のお客様にご家庭の

味を楽しんでいただくべく事業を展開した結果、「介護食」、「学童食」は売上高、契約件数ともに

増加しました。 

③   経常利益は１億４７百万円（前年度比１０８.６％）になりました。天候不順等に伴う一連の食品価

格の高止まりはありましたが、効率的な仕入体制の構築を目的としたシステム改善を図り、仕入価格

の安定化に努めたことなどに加え、販売システムの見直し等、販売効率を高めたことにより、経費削

減の効果が現れ、経常利益は増益になりました。 

④    親会社株主に帰属する当期純利益は１億１百万円になりました。（前年度は保有していた投資有価

証券、土地を売却し、７４百万円の特別利益を計上したことにより、１億３４百万円の親会社株主に

帰属する当期純利益でした。） 

 
 ロ 翌連結会計年度および翌事業年度の業績予想 

 （連結） （個別） 

第２四半期累計期間 前年同期比  前年同期比 

売 上 高 ４２億４４百万円 １００．１％ ４２億３９百万円 １００．１％

営 業 利 益 ４７百万円 ８２．０％ １７百万円 ６２．７％

経 常 利 益 ２８百万円 ７７．２％ ２９百万円 ７７．７％

当 期 純 利 益 １百万円 ３７．１％ １２百万円 ８５．３％

通 期 前年度比  前年度比 

売 上 高 ９０億８２百万円 １０３．３％ ９０億６９百万円 １０３．３％

営 業 利 益 ２億３５百万円 １２２．４％ １億７３百万円 １３２．７％

経 常 利 益 ２億００百万円 １３５．８％ １億７０百万円 １４４．４％

当 期 純 利 益 １億４２百万円 １４０．５％ １億３１百万円 １４５．３％
１株当たり当期純利益 １４円８６銭 １３円６６銭 
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２．株主還元策について 

 イ 配当金 

当期 期末は１株当たり６円（うち記念１円）を予定しております。なお、通期は中

間配当を含め１株当たり１２円（うち記念２円）になります。 

次期予定 １株当たり１０円を予定しております。 

ロ 株主優待策 
 毎年３月３１日及び９月３０日現在の当社株式１千株以上所有の株主に対し、半期８千円（通期 
１６千円）相当の自社製品を進呈いたします。（従来どおり） 

 
３．財政状態について 
 財政状態は、決算短信２ページ「１．経営成績等の概況（２）当期の財政状態の概況」に記載のとおり
です。 
 自己資本比率は、前期末の２４．９％から２４．３％になりました。この主な理由は、フレッシュセン
ター増改築等に伴い総資産が２億６２百万円増加したことによるものです。 
 
４．設備投資について 

当期 設備金額 ２億７４百万円 主なものは 

設備更新等                  １億６９百万円 

リース資産                  １億０４百万円 

 減価償却費 １億９５百万円 

次期予想 設備金額 

 

１億２０百万円 主なものは   

設備更新等                    ５０百万円 

リース資産                    ７０百万円 

 減価償却費 １億７０百万円 

 
５．次期の見通しについて 

今後の見通しにつきましては、企業収益が拡大傾向にあり、国内景気は緩やかに回復していくことが期

待されております。その一方で、欧米の政権運営が安定を欠いていることや、中東、朝鮮半島情勢の緊張

の高まりが懸念材料となっており、加えて、原材料価格の上昇などのリスクもあることから、予断を許さ

ない状況が続くと思われます。 

このような状況の下、当社はいかなる環境にも対応できる企業にすべく経営体制の見直しなど、人事の

刷新を図ります。当社グループは、個人客向け宅配のシステム、法人向け業務の強化を推進していくとと

もに、業務の生産性を高めることでローコスト化に努め、利益の増加を図ってまいります。 

 

以上の結果、次期（平成３０年３月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高９０億８２百万円（前

期比３.３％増）、営業利益２億３５百万円（前期比２２.４％増）、経常利益２億円（前期比３５.８％

増）、親会社株主に帰属する当期純利益１億４２百万円（前期比４０.５％増）を見込んでおります。 

              以  上 

―2―




